
ファジィ理論による生涯学習援助システムの研究１６７

ファジィ理論による生涯学習援助システムの研究
一長野県茅野市の場合一

野 村 佐 和 子
（筑波大学大学院）

l . は じ め に

本稿は，市町村レベルの生涯学習援助システムに生涯学習推進センターを設置
することの有効性について検討しようとするものである。生涯学習援助システム
についての研究課題はさまざまなものがあり!)，先行研究もあるが2)，このような
生涯学習推進センターの有効性についての研究はまだない。
平成２年１月に出された中教審答申『生涯学習の基盤整備について』では，都

道府県に「生涯学習推進センター」を設置することの提言がなされている。そこ
では，都道府県に設置する生涯学習推進センターの役割として学習情報提供，相
談体制の整備充実，学習プログラムの開発，関係機関のネットワークに関するこ
と，指導者・助言者に関すること，学習成果の評価に関すること，地域の実情に
応じて学習機会を提供することがあげられ，それらを集中して行うべきだとされ
ている。
それを受けて平成２年に公布された法律『生涯学習の振興のための施策の推進

体制等の整備に関する法律』では，都道府県がそれらの機能を持った体制の整備
を求めているが，生涯学習推進センターの設置については言及していない。しか
し，実際にはそのような生涯学習推進センターを設置してそれらの機能を遂行す
る方向で整備が進み始めている。
ただし，これもあくまで都道府県でのことであり，答申も法律も市町村での生
涯学習推進センターの設置については何も述べていない。ところがすでに市町村
でそのようなセンターを設置しているところもあり，今後市町村においても設置
するかどうかが問題になると考えられる。そこで本稿では，長野県茅野市を事例
として取り上げ，市町村に生涯学習推進センターを設置することが生涯学習援助
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構想』について研究を行っている。この生涯学習都市構想を研究協議するため，
茅野市は教育改革推進研究協議会と，さらにその下部組織としてプロジェクト
チーム（市長部局，教育委員会事務局よりの10名),生涯学習事務局（教育委員会
内）を設置した。生涯学習都市構想策定にあたっては，昭和62年３月に『生涯学
習に関する住民意識調査』，同年10月に『生涯学習関連活動調査』が行われた。
また，昭和63年10月に「生涯学習都市宣言」をし，現在は，先の「生涯学習都

市構想」に基づいて生涯学習推進が行われている。なお，平成元年度から社会教
育課を生涯学習課に改組している。茅野市の生涯学習推進の大まかな流れは以上
のようである。
このような流れの中から，特に生涯学習援助システム構築の動きを取り出して

みることにしよう。生涯学習援助システム構築は，さきに示した茅野市社会教育
委員会議答申『生涯教育について』（昭和60年）が，「生涯学習の推進は市の組織
機構が総力を挙げて取り組まなければ」ならないとし，教育機関の組織，運営の
見直しと生涯学習センターの設置を提言したことによって始められた。具体的に
生涯学習援助システム構築の方針が明らかにされたのは，生涯学習都市構想の策
定によってである。その都市構想では，生涯学習援助システム構築にあたって，
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図１茅野市の生涯学習推進機構図
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〃２自由研究

況にl:2の重みづけを行った'3)。まず，この予算と前年度の活動状況が生涯学
習課に入力され，年次計画の原案が出力される。次に，この生涯学習課が作成し
た年次計画の原案と予算，前年度の活動状況が生涯学習推進会議に入力され，生
涯学習推進会議は年次計画原案の修正案を出力するのである。さらに生涯学習推
進会議が出力した修正案は，再び生涯学習課に入力され，最終的な年次計画が決
定されることになる'４)。
このようにして決定された年次計画が公民館，茅野市運動公園，美術館，図書

館'5)に入力されると，具体的な学習機会の提供が行われることになる。この学習
機会の提供がさらに学習者'６１に入力され，学習活動'7)が出力される。この市民の学
習活動が茅野市の生涯学習援助システムの出力である。
一方，生涯学習援助システムは動的システム'8)であるから，各機関，施設は入
力を出力に変えるとともに状態を変化させると考えられる。図２で点線で囲んだ
ところはそれぞれ入力によって変化した状態を表している,9)。
次に平成元年度の場合を例にとり，このシステムの実際の行動を調べてみるこ
とにしよう。
平成元年度の予算は約６億円で，予算のメンバーシップ関数のファジィベクト
ル（以下，メンバーシップ関数のファジィベクトルをファジィベクトルと略す）
は，図中に示したように[O.4,0.6,1,0．6,0.3]である201．このファジィベク
トルをみると「ふつう」がｌとなっており，「やや良い」と「やや悪い」が共に
0.6であるから，予算の６億円はだいたいふつうの予算であるといえる。また，前
年度の活動状況は市民の学習率62.8%21)で，メンバーシップ関数は[O,0,0,
0.5,1]となる。これは活動状況がとても良いことを表している。この予算と前
年度の活動状況をl : 2に重みづけをして合成すると[O .1 , 0 . 2 , 0 . 3 , 0 . 5 ,
0.7]22)となり，これが初期入力となる。この初期入力は，だいたいとても良い入
力といえるであろう。
この初期入力によって生涯学習課は年次計画原案（メンバーシップ関数［０．２，

0.3,0.5,0.6,0.7])を出力する。このファジィベクトルをみると，どちらかと
いえば良い方に傾斜した年次計画の原案であるといえる。次に先に示した初期入
力とこの原案のメンバーシップ関数を合成したもの([O.1,0．2,0.4,0 .5 ,
0.7])を生涯学習推進会議に入力すると，修正された年次計画のメンバーシップ
関数[O.4,0.4,0.5,0.7,0.7]が得られる。このファジィベクトルを原案のそ
れと比較してみると，修正された年次計画案は悪い方のベクトル値が高くなって
きており，修正によって年次計画案としての良し悪しが若干ならされたものに
なったことがわかる。さらにこの修正案を再び生涯学習課に入力すると，最終的
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ファジィ理論による生涯学習援助システムの研究〃５
たので2‘１，この生涯学習援助システム・モデルに生涯学習推進センターを入れて，
その設置の有効性を検討することにしようと思う。
そのようなシミュレーションを行うため，ここでは新たに図３の生涯学習援助
システム・モデルを提出することにする。これは，図２のシステム・モデルに生
涯学習推進センターを付け加えたものである。なお，生涯学習推進センターは生
涯学習関係施設との連絡・調整や学習相談などさまざまな働きが期待されてお
り，生涯学習課と生涯学習関係施設の両方の性格を合わせ持つものである"。
この２つの生涯学習援助システム・モデルを用いてシミュレーションを行うに

あたっては，茅野市の平成元年度における生涯学習関係の活動状況をもとに，
①とても良い初期入力（メンバーシップ関数[O ,0 , 0 , 0 . 5 , 1 ] )
②平成元年度の初期入力（メンバーシップ関数[O.1 ,0 .2 ,0 .3 ,0 .5 ,
０．７]）

③とても悪い初期入力（メンバーシップ関数［１，０．５，０，０，０]）
の３通りの条件を設定した。具体的には，条件①は予算13.5億円，前年度の活動
状況62.8％鯛'，条件②は予算６億円，前年度の活動状況62.8％，条件③は，予算２
億円，前年度の活動状況30％である。
このような条件により６通りのシミュレーションを行った結果をまとめたもの

が表２である。２つの生涯学習援助システム・モデルのシミュレーション結果を
比較してみると，条件①，②では全く違いがないものの，条件③の場合では，公
民館，茅野市運動公園，図書館の学習機会の提供と，公民館，茅野市運動公園で
の市民の学習活動において，生涯学習推進センターを持つ生涯学習援助システム
の方が出力のよいシステムとなっている。これは，生涯学習推進センターを設置
すると初期入力が悪い場合でも学習機会の提供や学習活動が悪くなるのを防ぐこ
とができることを意味している。このようなシミュレーションでみる限り，生涯
学習推進センターを置くことにより，初期入力の良し悪しにあまり影響されず
に，比較的安定した学習機会の提供や学習活動が行われる可能性があるといえる。
それは，生涯学習推進センターが前述のように調整を行う機関であり，初期入力
が悪い場合でも生涯学習関係施設間の学習機会の提供等を調整し，学習活動が悪
くなるのを防ぐことができるためと考えられる。
このようにシミュレーションを行ってみると，生涯学習推進センターは学習機

会の提供と学習活動の安定性を保つことに有効性があることがわかる。これはあ
くまでも１つの事例にすぎない。しかし，生涯学習援助システムを栂築する際に
は，市町村においても生涯学習推進センターを置いた方が良いということを示す
１つのデータにはなるように思われる。
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〃８自由研究

なお，クリスプ概念とはある集合に含まれるかどうかをｏかｌで表すような機
械論的な考え方のことをいう。従来のシステム・モデルの出力方程式や状態方程
式はこのクリスプ概念によるものであった。
11)メンバーシップ関数の数値の確定にあたっては，教育委員会の生涯学習推進に
かかわる人と市民を対象に1990年２月と８月に調査を行った。詳細は前掲修士論
文の資料４，５を参照。

12）市町村レベルの生涯学習援助システムへの入力としてはこの他にも都道府県か
らの要請や市民の学習要求率などが考えられるが，本稿では特に計画作成に影響
を及ぼすと考えられる予算と前年度の学習活動を取り上げることとした。
13)この重みを決めるにあたっては，まず年次計画を独立変数に，予算と前年度の
施設利用者数を従属変数にとった重回帰分析を行った。（その際用いた数値は前
掲修士論文を参照｡）それらの数値をもとに重回帰分析を行うと
y=0.085x,+0．380x2+11.185

となる。このｘ』，ｘ２の係数を重みづけに用いるとl:4となる。しかし，この比
率で重みづけを行うと予算の影響がほとんどないことになってしまうため，順次
比率を変えて検討した結果,1:2で重みづけを行うと現状にあうので，ここで
はl:2の重みづけを行った。ファジィシステム・アプローチでは，得られた結
果が実際とは違う場合，このような修正を行うことが認められている。
14）生涯学習センターは平成元年度に活動を開始したばかりでデータがないため，
ここでは取り上げなかった。

15）生涯学習関係施設としては，この他に茅野市総合博物館，学校（学校開放講座）
があるが，どちらも活動を始めたばかりであり，まだ活動結果が出ていない。そ
のため，現段階では取り上げなかった。
16）ここでの学習者とは，施設で学習する市民のことである。
17）ここでは学習活動を施設の利用率でふることとした。
18）システムを時間の観点から捉えると，時間的な変化を考慮にいれた動的システ
ム(dynamicsystem)と考慮にいれない静的システム(staticsystem)に分けら
れるが，生涯学習援助システムは時間の経過によって変化していくものと考えら
れるので動的システムとして捉えた。
19）本稿では，生涯学習課と生涯学習推進会議についてのみデータが得られたので，
その入力後の状態を示した。

20）メンバーシップ関数の算出式と出力関数は前掲修士論文を参照。なお，出力及
び状態を算出する方法はミニ・マックス合成を用いた。（具体的な方法は水本雅
晴『ファジィ理論とその応用』サイエンス社,1988,PP.45～47を参照｡）
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